
　
杉
並
区
21
世
紀
ビ
ジ
ョ
ン
が
目
指
す
杉
並
の
ま
ち
の
将
来
像
「
区
民
が
創
る
『
み
ど
り
の
都
市
』
杉
並
」
の
実
現

に
向
け
て
、
区
は
様
々
な
緑
化
施
策
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
平
成
11
年
に
策
定
し
た
「
杉
並
区
み
ど
り
の
基
本
計

画
」
に
う
た
わ
れ
、
取
り
組
み
が
遅
れ
て
い
る
施
策
の
具
体
的
検
討
の
た
め
、
学
識
経
験
者
や
公
募
区
民
等
を
交
え

た
「
杉
並
区
み
ど
り
の
リ
サ
イ
ク
ル
検
討
懇
談
会
」
と
「
杉
並
区
み
ど
り
の
ベ
ル
ト
計
画
検
討
懇
談
会
」
を
９
月
に

設
置
し
ま
し
た
。
両
懇
談
会
と
も
４
回
の
審
議
を
行
い
、
提
言
を
現
在
取
り
ま
と
め
て
い
ま
す
。
今
回
は
そ
の
お
知

ら
せ
を
し
ま
す
。�
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み
ど
り
の
リ
サ
イ
ク
ル
は
、

循
環
型
の
社
会
づ
く
り
を
目

指
す
ひ
と
つ
の
方
策
と
し
て
、

剪
定
枝
葉
や
落
ち
葉
な
ど
、

日
常
的
な
緑
の
維
持
・
管
理

か
ら
出
る
植
物
系
の
発
生
材

を
可
能
な
限
り
資
源
と
し
て

利
用
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。 

み
ど
り
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
区

と
区
民
が
一
緒
に
取
り
組
め

る
事
業
と
す
る
た
め
、
学
識

経
験
者
、
専
門
家
や
区
民
の

皆
さ
ん
の
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

か
ら
ご
意
見
を
お
聴
き
し
、

実
施
に
向
け
た
具
体
的
推
進

内
容
を
検
討
す
る
懇
談
会
で
す
。�

　
様
々
な
生
き
物
が
生
育
・
生

息
し
、
み
ど
り
の
豊
か
さ
が
実

感
で
き
る
ま
ち
を
実
現
す
る
た

め
に
は
、
区
内
の
点
・
線
・
面

の
み
ど
り
を
有
機
的
に
結
び
付

け
、
み
ど
り
と
水
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
構
築
す
る
こ
と
が
必
要

で
す
。 

み
ど
り
の
ベ
ル
ト
計

画
は
こ
れ
を
具
体
的
な
み
ど
り

の
ベ
ル
ト
事
業
と
し
て
区
内
で

展
開
を
し
て
い
く
た
め
の
も
の

で
、
学
識
経
験
者
や
区
民
の
皆

さ
ん
の
意
見
を
お
聴
き
し
、
具

体
的
な
事
業
を
推
進
す
る
方
策

を
検
討
す
る
懇
談
会
で
す
。�
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「
秋
の
七
草
」
は
眺
め
て
楽
し
む
も
の
。
そ
れ
に
対
し
て
「
春

の
七
草
」
は
花
も
咲
き
ま
す
が
、｢

薬
草｣

で｢

食
用｣

と
す
る
も

の
で
す
。
日
本
の
食
文
化
史
か
ら
も
忘
れ
ら
れ
な
い
存
在
で
す
。�

「
‥
‥
唐
土
（
と
う
ど
）
の
鳥
が､

日
本
の
土
地
へ
、
渡
ら
ぬ

先
に
七
草
薺（
な
ず
な
）」
な
ど
の
は
や
し
文
句
が
伝
え
ら
れ
て

い
ま
す
。｢

七
草
粥｣
を
つ
く
る
家
庭
が
残
念
な
が
ら
少
な
く
な

っ
て
い
ま
す
。
か
つ
て
は
主
要
な
年
中
行
事
の
一
つ
で
し
た
。�

参考図書�
　「薬草（ポケット図鑑）」　矢萩信夫・矢萩禮美子著　成美堂出版�
　「日本の薬草」貝津好孝著　菅原光二写真　小学館�
　「原色植物図鑑（日本百科大事典別冊5）」小学館�
　「カラー図説　日本大歳時記　新年」講談社�

　荻窪の繁華街を抜けた密集住宅地の中、東京衛生病院と天沼
教会の敷地内にほっとする、オアシスのような癒される空間が
あります。�
　病院は昭和4年創設と歴史は古く、木々が鬱蒼とした中庭が
あり、職員や入院患者はもちろん､通院患者や見舞いの人たち
の憩いの場になっています。木製のベンチたちもありがたい存
在です。　�
　区の保護樹木となっている桜は手入れが行き届き､視野をふ
さがない低い生け垣、車椅子でも回れる遊歩道、季節の花が楽
しめる花壇などがあり、公園とは一味違った心和ませてくれる
場所です。�
�

医療機関の片すみ「癒しの場」�

みどり再発見。�
杉並のみどりやそれに関わる方々をご紹介します。�

せり（芹）�
　セリ科。日本全土に分布する多年生草で湿地

や田んぼの畦に生育します。�

白い小さな花が夏に咲き、�

薬用として全草に効果が�

あるとされています。�

なずな（薺）�
　アブラナ科。�

北半球に広く分布�

する越年草(二年草)。�

風に揺れたときの音から、あるいは三味線

のバチに似ているところらからペンペング

サの異名があります。�

ごぎょう（御形）�
　キク科。日本全土、�

アジア各地の山野に自生する越年草で、

ハハコグサ（母子草）という名で親しま

れています。�

はこべら�
　ナデシコ科。�

北半球、日本全土に分布。�

川原や畑などに群生する越年草。�

ハコベ。花期は春で薬用として全草が�

採取されています。�

ほとけのざ�
　キク科。�

日本全土に分布し、�

水田や畦に生育する越年草。�

別称「小鬼田平子（コオニタビラコ）」と�

呼んでいます。春の七草で「ほとけのざ」と

いっているのは本種で、現在、ホトケノザと

呼んでいるのはシソ科の越年草で別物です。�

�

すずな（鈴菜）�
　アブラナ科。カブの別称。�

地中海あたりが起源で、�

畑作で日本全土に普及し�

改良されました。�

蕪は頭の意味で根が頭状になるので�

呼ばれるようになった健康食品です。�

�
すずしろ（蘿匐）�
　アブラナ科。ダイコンの別称。

地中海あたりが起源で、�

中国経由で渡来し、�

品種改良が進みました。�

畑に栽培される越年草で、�

4月頃白い花を咲かせます。�

健康食品です。�

いや�

うっそう�



みどりのボランティア杉並第2期会員募集迫る�
　「みどりのボランティア杉並」は、区内の地域緑化のために活動するボランティア組織です。任期が2年で
平成14年3月にスタートしました。平成16年4月から新たに活動する皆さんを募集します。緑化に関するボラ
ンティア活動に興味のある方、杉並区のみどりのために何か活躍したいと思っている方など、意欲のある方
なら年齢、性別に関係なくどなたでも会員になれます。ぜひ、ご応募ください。詳しくは、2月の広報すぎな
みや区のホームページでお知らせいたします。�

　区民と行政が一緒になって開催した環境博覧会も去る10月11・12日、心配されたお天気にも恵まれ、来場者数およそ
16,500名を得て無事終了しました。�
　私たちは、みどりのボランティア杉並の有志として、「活動発表の場、杉並のみどりを守り・増やしていくための情報
交換の場、区民一人ひとりが自分たちのまちの環境は自分たちで創っていく」という思いから、みんなで住み良い環境を
考え、活動するをテーマにさまざまな企画を実施しました。�
　みどりのまち部会の会場へ入る西側階段は、みどりのボランティア杉並の植木応援団とビオトープネットワークのみな
さんによって飾り付けられました。材料は宮前公園の竹林で公園緑地課が間引いた竹が活用され、コンクリートの建物も
あたかも竹藪のように変身しました。さらに、華道家Ｋ女史やＳ氏による植物廃材のオブジェ、そしてミニビオトープ、
シンポジューム会場の天然芝と一気に素敵な緑の会場になりました。また、東側入口の階段は区内の造園会社16社による
お花いっぱいのディスプレイなどがされました。�
　各展示ブースではボランティアをはじめ、行政の施策などの紹介、造園会社からの提案などさまざまなものが出展され
ました。「せっかく展示しているわりには来場者がすくなかったのでは？」「やっている方は盛り上がっていたが、区民
全体のものになっていなかったのでは？」などという反省も聞こえていますが、さまざまな取り組みの中から一つでもみ
なさんご自身が育てる「種」を持ち帰っていただけたのではないかと考えています。�
　みどりのボランティア杉並も新たな活動の出発点となることができました。�

みどりのまち部会長　みどりのボランティア杉並　能登山 明美�



　一歩お庭へ入ると木が多く､急に表の音が遠く

なったような静けさを感じました。昔のお屋敷の

雰囲気を残すお庭の一部に、奥様丹精の野菜が植

えられており､今年は夏野菜を楽しまれたとの事

でした。静かにお話なさるご主人から昔の地下水､

木などのお話も伺い大変勉強になりました。�

Ｑ　どうして､生けがきにしようと思ったのですか。�

Ａ　道路拡幅で数メートル内側へ移動しました。以前

も親の代からお茶の木で垣根を作っていましたの

でやはり生けがきでと思いました。地震などの時

も生けがきのほうが安全ですから。�

Ｑ　今回の新しい生けがきにしての感想は。�

Ａ　木の種類はサザンカにしたのですが､まだ若木です。

これから大きくなって､花も綺麗に咲くでしょうか

ら、楽しみです。�

Ｑ　ご近所との関係で何か気をつけていることはあり

ますか。�

Ａ　最近は生けがきの家が少なくなりました。木は生

きものですから落ち葉などで道路を汚してご近所

へ迷惑をかけないように心がけたいと思います。�

Ｑ　外から見るとお庭と生けがきがマッチしていますね。�

Ａ　以前は土を盛り上げてその上にお茶の木が植わっ

ていましたので、雰囲気は大分変わりました。大

きな木を2本ばかり切らなくてはならず、それは

少し残念でした。�

平成14年に生けがきを造られた、�
Ｔさんご夫妻をご自宅にお訪ねし�
お話を伺いました。�

　区内で個人が、幅4メー

トル以上の道路に接する敷

地部分に延長2メートル以上､

奥行き1メートルの範囲で、

基準にある生けがき･フェ

ンス緑化･植樹帯をつくる

場合、緑化費用の一部を助

成します。必ず工事をはじ

める前に公園緑地課みどり

の事業係にご相談ください。�

種　　類� 基　　　準�

生けがき� 四つ目垣に高さ1.2メートル以上の樹木を１メートルあたり３本程度

結束し列植した垣根。�

フェンス緑化� フェンスの高さは90センチメートル以上で､長さ30センチメートル

以上の多年性つる性植物を１メートルあたり5株以上植え､フェンス

が枝葉で覆われるようにしたもの。�

植　樹　帯� 樹木を葉が触れ合う程度に植栽した植え込み。�

既存塀撤去� 高さ1メートル以上のブロック塀等で､緑化のために撤去するもの。�

緑化施策�緑化施策�接道部緑化助成接道部緑化助成�
屋上･壁面緑化助成�

接道部緑化助成�



区は、さまざまな緑化施策を推進しています。ここでは、その
内の助成事業を実際に活用して家の緑化を行った方々のインタ
ビューなどをまじえながら事業をご紹介します。�

　取材にうかがったときは､玄関のホトトギスが

ちょうど満開で､屋上以外にもたくさんのお花を

育てていて､手入れもよく、本当にお花を楽しん

でいらっしゃるのだと感じました。�

　「今まで一度も実が付いた事の無いオリーブが､

屋上へ移植した今年はたくさんの実を付けました。

美味しくつかりましたよ。」と、終始楽しそうに

植物一つひとつ丁寧に説明してくださいました。�

Ｑ　どうして屋上の緑化をしようと思ったのですか。�

Ａ　3階の部屋が昨年の夏あまりに暑く過ごしにくか

ったからです。�

Ｑ　緑化をしてみての感想は。�

Ａ　今年の夏は異常気象で暑くなくて、室温への効果

は残念ですが実感できませんでした。ただ、日当

たりが良く風通しも良いので植物が良く育ち緑が

綺麗でバラなどが特によく咲きました。�

Ｑ　どんな風に活用していますか。�

Ａ　屋上の一部を芝生にしたので､お天気の良い休日に

は誰かがごろりと寝転んだり、夜はビヤガーデン

として、夜風に吹かれながらビールを楽しむなど

家族中で活用しています。ハーブも沢山作りまし

たのでお友達にはハーブティーでおもてなしをし､

風を楽しみ、おしゃべりにも花が咲きました。�

Ｑ　庭のデザインや植物を選ぶことなどはどなたがな

さったのですか。�

Ａ　つくる前に本などで充分に調べ、私（奥様）の好

きな植物を自分で調達しました。�

Ｑ　手入れが大変ではないですか。�

Ａ　草花が好きなので楽しみが増え、手入れに一日中

掛かりっきりになる事もありますが､苦にはなりま

せん。主人と分担して植物を育てています。�

　ヒートアイランド現象の緩和や省エネルギー効果など､

環境に配慮した潤いのある生活環境を創出するため、屋上・

壁面緑化工事の経費の一部を助成しています。助成内容

など詳しい事は、必ず工事をはじめる前に公園緑地課み

どりの事業係にご相談ください。�

　区内に建築物を所有または管理している人で､次の緑化

を行う場合。�

①建築物の屋上に緑化区画を設けて樹木等を植栽したもの。�

②建築物の壁面に補助器具等(ネットなど)を設置し､つる

性植物を這わせたもの。または、樹木を壁に沿わせて

仕立てたもの。�

①新たに屋上緑化､壁面緑化を行うもの(屋上緑化の全面

的な改修も含む)。�

②建築物が､建築基準法等に適合し､屋上緑化が可能なこ

とが確認されていること。�

③緑化区画または壁面緑化部分のそれぞれの面積が3平

方メートル以上であること。�

④法令等により屋上緑化等の義務付けがある場合､その面

積を超えた部分であること。�

今年屋上の緑化をされた�
飯島さんのご自宅をお訪ねしました。�
�

��の紹介�接道部緑化助成�
屋上屋上･壁面緑化助成壁面緑化助成�屋上･壁面緑化助成�

の紹介�



　基金の創設検討の段階からかかわり、創設
後は基金のＰＲなどに積極的に関わってくだ
さっている、みどりのボランティア杉並・自
然観察の会の山室さんに、基金に対する思い
を語っていただこうとしたところ、その思い
を素敵な物語にしてくださいました。�

　この基金は、平成１４年１０月１日に創設されました。区内の緑化推進を願う区民
や事業者の皆様からの寄付金を原資としています。皆様からいただいた貴重な寄付
金は地域緑化のために直接役立たせていただきます。�

　寄付金は、税法上の寄付金控除が受けられます。�
　基金の趣旨にご賛同いただける方のご協力をお願いします。ご協力いただける方、詳し
くお知りになりたい方、また、ご不明な点がありましたら、公園緑地課みどりの計画係ま
でお問合せください。�

杉並区みどりの基金�杉並区みどりの基金�

　
　
　
　
　
　
　
あ
る
日
曜
の
午
後
、
私
は
お
隣
の
並
子
さ
ん
と
杉
男
君
を
誘
っ
て
善
福
寺
川
緑
地

に
散
歩
に
出
か
け
た
。
「
金
色
の
小
さ
き
蝶
の
形
し
て
銀
杏
散
る
な
り
夕
日
の
丘

に
」
と
い
う
歌
に
は
適
わ
な
い
け
れ
ど
、
川
沿
い
の
木
々
の
葉
が
は
ら
は
ら
と
落
ち

て
と
て
も
秋
の
深
ま
り
を
感
じ
、
気
持
ち
よ
く
歩
い
た
。�

�

「
こ
こ
は
様
々
な
木
が
あ
っ
て
、
木
に
は
樹
名
板
も
着
い
て
い
て
す
て
き
な
所
ね
。
」�

「
こ
う
い
う
所
が
も
っ
と
沢
山
あ
る
と
い
い
ね
。
」�

「
ほ
ん
と
う
に
そ
う
ね
。
と
こ
ろ
で
二
人
と
も
今
年
の
環
境
博
覧
会
す
ぎ
な
み
２
０
０
３
に
参

加
し
て
『
み
ど
り
の
基
金
』
に
寄
付
を
し
て
い
た
で
し
ょ
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
」�

「
ほ
ん
の
お
小
遣
い
の
一
部
で
す
よ
。
」�

「
少
し
で
も
、
皆
ん
な
の
心
が
集
ま
っ
て
大
き
な
も
の
に
な
る
の
よ
。
お
ば
さ
ん
は
こ
の
基
金
が
始
ま
る
ず
ー
っ
と
前
か
ら
杉

並
の
み
ど
り
の
た
め
に
使
え
る
独
自
の
基
金
が
あ
れ
ば
と
思
っ
て
い
た
の
で
こ
れ
が
出
来
て
嬉
し
か
っ
た
わ
。
こ
の
基
金
の
使

い
道
に
は
、
未
来
（
あ
す
）
を
拓
（
ひ
ら
）
く
み
ど
り
の
人
づ
く
り
、
体
験
学
習
や
樹
名
板
作
製
・
取
り
付
け
費
な
ど
も
入
る

の
よ
。
ま
た
、
み
ど
り
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
も
助
成
さ
れ
、
基
金
が
さ
ら
に
大
き
く
な
っ
た
時
に
は
、
民
有
の
樹
木
保
全

や
貴
重
な
植
物
の
自
生
地
購
入
も
考
え
ら
れ
る
の
。
だ
か
ら
杉
男
君
が
望
ん
で
い
る
よ
う
な
緑
地
が
も
っ
と
増
え
る
か
も
し
れ

な
い
わ
ね
。
」�

「
そ
う
な
っ
た
ら
い
い
な
。
こ
れ
か
ら
も
基
金
に
協
力
し
ま
す
。
」�

「
私
は
み
ど
り
を
育
て
守
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
な
り
た
い
わ
。
」�

「
ほ
ん
と
う
に
あ
り
が
と
う
。
先
が
楽
し
み
だ
わ
。
こ
れ
か
ら
も
一
緒
に
歩
い
て
ね
。
」�

�

　
こ
ん
な
お
し
ゃ
べ
り
を
し
な
が
ら
の
散
歩
で
あ
っ
た
が
、
ひ
と
つ
の
種
が
芽
ば
え
て
大
き
な
木
に
な
る
よ
う
な
す
ば
ら

し
い
気
持
ち
に
さ
せ
て
く
れ
た
。�

ひとつひとつ�
の�
実り実り�
ひとつ�
の�
実り�

並
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並
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杉
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並
子�

杉
男�私� 私�

か
な�



その他の緑化施策の紹介�

　区内に残された貴重なみどりを保全するために、
一定基準以上の樹木・樹林・生けがきを、所有者
の同意を得て保護するみどりとして指定し、標識
を設置して伐採を禁止するほか維持管理費の一部
を補助します。�
　また、樹木保険制度により、指定した樹木・樹
林が台風などで枝折れ等した場合、それが原因で
物損や人身事故が発生した際、所有者に代わって
加入する保険の範囲で対応します。詳しいことは
公園緑地課みどりの事業係までご相談ください。�
�
● 保護樹木　指定の対象　�
・１．５メ－トルの高さにおける幹の周囲が１．２
メートル以上ある樹木。�
・株立ちした樹木で幹の根元回りが１．５メート
ル以上ある樹木。�
・枝葉の面積が３０平方メートル以上あるつる
性の樹木。�

● 保護樹林　指定の対象�
・樹木が集団となっている土地の面積が５００平
方メートル以上ある樹林。�
・自然的景観を有し、樹木が集団となっている
土地の面積が３００平方メートル以上あり、高
木が３０本以上ある屋敷林。�
・景観上優れていて、樹木が集団となっている
土地の面積が３００平方メートル以上あり、　
高木が３０本以上ある寺社林および学校林。�

● 保護生けがき　指定の対象�
・景観上優れ、良好な管理がなされているもの
で長さが３０メートル以上の生けがき。�

● 貴重木保全　�
　保護樹木の内、一定要件の樹木を貴重木とし
て指定し、所有者と区が保全の協定を結び、管
理費の一部の補助などを行います。�
・１．５メートルの高さにおける幹の直径が９０
センチメートル以上ある樹木。�
・枝葉の面積が５０平方メートル以上あるつる
性の樹木。�
・同一樹種中特に大きい樹木または区内で良好
に生育していることが生態的に珍しい樹木。�

ひとつ�
の�
実り�

　区民からのご寄付の申し出により、下記要件を
満たす樹木については、学校や公共施設の緑化に
活用します。�
受領要件�
・幹周囲が４４センチメートル以下のもの�
・移植に適した時期であること�
・搬出が容易であること�
・比較的、若木で根付きやすいもの�
・病虫害がないこと�
・公共施設に適していること�
　詳しいことは、公園緑地課みどりの事業係まで
ご相談ください。�

寄　付　樹　木�

　景観上一体性を持った長さが１０メートル以上
の生けがき・フェンス緑化・植樹帯の保全・育成
に関する協定を、所有者同士で結び（個人でも可）、
区が認定した場合、維持管理費の一部を補助しま
す。詳しいことは、公園緑地課みどりの計画係ま
でご相談ください。�

生けがき協定�

　住宅団地、工場など一団の土地の緑化またはみ
どりの保全について、土地の所有者など全員の合
意により協定を結び区が認可した場合、協定区域
内のみどりの維持管理費の一部を補助します。詳
しいことは公園緑地課みどりの計画係までご相談
ください。�

緑　地　協　定�

　敷地面積１，０００平方メートル以上のマンション、
私立学校などを所有する方または管理者の方と区
が結ぶ協定で、区が敷地内を緑化するための苗木
の供給、あっせんなどを行います。詳しいことは
公園緑地課みどりの計画係までご相談ください。�

みどりの育成協定�

樹木等保護指定�

各施策の詳細は、下記までお問合せください。�

都市整備部公園緑地課�
みどりの計画係�

みどりの�
事 業 係�



　外で育てていた植物で寒さを嫌うものは最低気温が5度ぐら
いになったら室内へ取り込みます。室内での置き場所は暖房器
具の吐き出し口等直接風が当たるところを避けましょう。温度
と日照が必要なため窓際がふさわしいです。ただし、窓際は夜
中から明け方にかけて温度が下がり日中との温度差が植物をい
ためます。日が陰る時間からは、窓から45センチメートル位
内側へ移動しておきます。�

　植物は動く空気が好きです。暖かい日は窓を開け外の空気を

取り入れましょう。�

　また､冬の室内は乾燥しがちですので通常の水遣りのほか､時々

霧吹き等で直接葉への水遣りで植物は元気になります。�

　冬の鉢物で人気のシクラメン、ルクリアの場合�

●シクラメン　黄ばんだ葉が無く、芽がつんでいて、徒長して

いない弾力のあるものが良いものです。はながら花柄（咲き終

わった花）はこまめに摘んでおきましょう。�

●ルクリア　耐寒性は強いですが寒冷期は室内へ取り込み、

12月開花後切り戻すと3～4月に再び開花します。�

　冬の鉢物管理のポイントは温度の高低差を激しくしないこと

です。　　指導：塚山公園みどりの相談所　福本 伊之助 先生�

「冬の鉢物の管理」�

緑に関する専門相談は�
塚山公園みどりの相談所�

@3302－9387�
（毎週土・日曜日）�

く さ ば な �

この印刷物は、大豆油インクを使用しています。また、古紙配合率100％再生紙を使用しています。�

園芸ワンポイント�園芸ワンポイント�園芸ワンポイント�
専門家に聞く専門家に聞く�専門家に聞く専門家に聞く�専門家に聞く�

ヒイラギ（柊）＝モクセイ科�
　ヒイラギといえば、クリスマスを連想される方
が多いと思いますが、正解は節分です。昔は、魔
除けとして、鰯の頭を刺して戸口に飾りましたが､
最近では余り見られなくなったようです。�
　モクセイ科の｢緑｣の紹介が続きましたが、ヒイ
ラギは福島県以西に分布する常緑の低木で、11
月中頃から4弁の白くて小さい花を咲かせます。
雌雄異株で、楕円形の実が6～7月ごろ熟します。
葉に鋭い鋸歯がありますが、老木になると円熟味？
が出るのか、棘のない葉が多くなるようです。�
　クリスマスの飾りつけに使われる赤い実と、ヒ
イラギに見える棘のある｢緑｣は、モチノキ科のセ
イヨウヒイラギやアメリカヒイラギで、ヒイラギ

モドキです。こちらは、
春に黄緑色の花をつけ、
クリスマス前に赤い
実がなります。�
　ヒイラギナンテン
は江戸時代に中国か
ら渡来したメギ科の
｢緑｣で、これもヒイ
ラギとは別の種類です。�

�
　　　　花言葉　機知･剛直･先見･用心�

　前号で情報をお寄せくださいと記事にしたところ､早速たくさんの情報をいただ
き、ありがとうございました。この号では、庄司さんからいただいた情報をご紹介
します。�
　「みどりの新聞№125を見させていただきました。緑の歳時記の木犀の記事に、
雄株ばかりで実がならないとの事ですが、杉並区立久我山東原公園の北端中央にあ
る木犀は､青い実をつけます。毎年見てます。雌株も日本に､有ります。元東京大学
名誉教授の本田正次先生に葉と実を見ていただいたところ､まれに有るとの事でし
た。お知らせしておきます。」�

　庄司さんありがとうございました。これはニュースと早速編集スタッフが、花の前、
花の咲く頃、花の咲いた後と数回見に行ってきました。みどりの相談所の相談員の先生
にも葉と花と実(？)を見てもらいました。白黒写真でよくわからないと思いますが、花
の色が白色で、断定はしにくいのですが、金木犀ではなく銀木犀だろうということにな
りました。が、間違いなく実がなっていました。相談員の先生のお話や図鑑などから、
銀木犀は金木犀と同じ中国原産の雌雄異株で、日本にも雌株があり、実がなることがあ
るとわかりました。�
　このように読者とみどりに関する話のキャッチボールが出来ることを、編集スタッフ
一同楽しみにしています。これからも素敵な情報をお待ちしています。�


